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しずおか焼津信用金庫の未来へつなぐ地場産業活性化策 

 
 

➢ しずおか焼津信用金庫は、地域の地場産業を活性化し、次世代に伝えることを目的とし

た「地域循環型もの、人、夢づくり活動」に取り組んでいる。 

➢ 同活動は、主に①『しずおか特産品解体新書』の配付、②「しずおか夢デザインコンテ

スト」の実施という二本柱で展開しており、市内小学生を対象としている。 

➢ 同活動の社会的評価は高く、企業・団体による優れた芸術文化支援活動を顕彰する「メ

セナアワード 2015」にて優秀賞を獲得したほか、信用金庫ＰＲコンクール「最優秀賞」、

経済産業省ものづくり日本大賞「優秀賞」など数々の賞を受賞している。 

➢ 2025 年度からは対象を中学生に広げる新たな企画を検討しており、地域の地場産業を

さらに深く理解する機会を提供する予定である。 

 

１．はじめに 

 2025 年 1 月 30 日、公益社団法人企業メセナ協議会によるメセナセミナーに、しずおか

焼津信用金庫お客様サポート部の佐藤係長が登壇した。特徴的な取組みとして紹介された

同金庫の「地域循環型もの、人、夢づくり活動」は、「メセナアワード 2015」にて優秀賞

を獲得している。 

 メセナは、単に企業による文化・芸術支援ではなく、人々の交流の創出や地域活性化な

どに資する投資活動ともいえる側面があり、地域とともに生きる信用金庫と非常に親和性

が高い。先進的事例である同金庫の取組みを追った。 

 

２．概要 

 静岡県静岡市は、徳川家康が拠点とした

駿府城の城下町として栄えた歴史を持ち、

職人文化が根付いた地域である。この地域

には、伝統工芸や地場産業が数多く存在し、

静岡市の文化的・経済的な基盤を支えてき

た。しかし、近年では職人の高齢化や後継者

不足が深刻化しており、一部の地場産業は

存続の危機に瀕している。 

 このような背景から、静岡市に本店を置くしずおか焼津信用金庫（図表１）は、地域の

地場産業を活性化し、地場産業の価値を次世代に伝えることを目的とした「地域循環型も

の、人、夢づくり活動」に取り組んでいる。同活動は、主に①『しずおか特産品解体新書』

の配付、②「しずおか夢デザインコンテスト」の実施という二本柱で展開している。 
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（図表１）しずおか焼津信用金庫の概要（23 年度末） 

本店所在地 静岡県静岡市 

預 金 残 高 1兆 8,305億円 

貸出金残高 9,127億円 

店 舗 数 62店舗 

役 職 員 数 902人（嘱託職員を含む） 

（備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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３．しずおか特産品解体新書® 

 『しずおか特産品解体新書』（図表２）は、静岡市の地場産業

の歴史や職人の現状、22 の地場産品の製造工程や価値を子ども

たちに伝えるために編纂された資料である。2000 年に初版を発

刊し、以降毎年 7,000冊を静岡市内の小学校に配付している。 

 編纂にあたっては、地場産業の職人や企業への取材を行い、作

業工程を写真で記録し、複雑な工程を簡易に表現する工夫を施

した（図表３）。これまでに累計 20万冊以上が配付されており、

地域唯一の産業学習教材として、静岡市内小学校の授業等で活

用されている。 

 この資料は、地場産業の歴史を記録する上での資料価値も高

く、国立国会図書館や市内の図書館にも寄贈されているほか、同

金庫の公式ウェブサイトでデータ閲覧が可能である。 

 

（図表３）写真で作業工程が分かる構成 

 
（出所）図表２・３ともにしずおか焼津信用金庫 提供 

 

４．しずおか夢デザインコンテスト 

（１）取組内容 

 同金庫は、静岡市内の小学３年生から６年生を対象に「あったらいいな！こんな地場産

品」をテーマとした「しずおか夢デザインコンテスト」を実施している。子どもたちが地

場産業に親しみ、地域への関心を高めることを目的として、2003年に開始した。 

（図表２） 

 『しずおか特産品解体新書』 
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 対象児童は、『しずおか特産品解体新書』をテキストに、自身のアイデアをデザイン画

におこして応募する。審査は外部の有識者によって行われ、絵の巧拙ではなく「夢」のあ

る作品が評価される。入賞 60 作品のうち特別賞に選ばれた 10 作品は、地元企業や職人の

協力を得て現実のものとなる。試作品の製作にあたっては、受賞した児童とその家族が工

場や工房を訪れ、職人と打ち合わせを行い、可能な工程に参加することで、ものづくりの

楽しさや大切さを学ぶ機会を提供している。作品は２点作成し、１つはデザインを考えた

児童にプレゼントする。 

 

（２）年間スケジュール 

 「第 23回しずおか夢デザインコンテスト 2025」の年間スケジュールは図表４のとおり。

作品募集期間に夏休み期間を含んだり、小学６年生が中学生になる前に表彰式などのイベ

ントを行ったりするなど、小学生が参加しやすいよう配慮したスケジュールとしている。 

 

（図表４）「第 23回しずおか夢デザインコンテスト 2025」年間スケジュール 

 
（備考）同コンテスト公式 HPより信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
 

（３）実績 

 同コンテストの応募作品は年間約 4,000～6,000点にのぼる。これは対象児童の２割ほど

にあたる数であり、地域に根付いた取組みとなっている。これまでの 23 年間で約 97,000

点の作品が寄せられ、そのうち 220点の作品が地元企業・職人の協力のもと実現された（図

表５）。 

 さらに、子どもたちのアイデアを実現するだけには留まらず、商品化された作品も５点

あった。なかには、静岡市のふるさと納税品に採用されている作品もある。子どもたちの

新奇なアイデアと職人の試行錯誤が世界で唯一の地場産品を生み出し、伝統的な地場産業

界に新たな息吹をもたらしている。 

 

（４）取組時のポイント 

 ①参加率向上に向けた工夫 

 信用金庫単独ではなく、地元の産業振興協会・特産工業協会と協力して実行委員会を

組成することで、学校から児童に案内してもらいやすくしている。また、参加児童全員

に参加賞を配ることで、他のコンクールやコンテストと差別化を図っている（図表６）。 

 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

2024年 2025年

作品募集期間 7/10～12/10 i

審

査

結果

発表

1/16

表彰式
2/14

企画検討・審査員依頼等

試作品づくり

協力

企業

探し

展示会

3/21～

4/18 i
夏休み期間等に

地場産業について学ぶ

ワークショップ開催
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②有識者の知見活用 

 審査員として、大学教授やデザイナー、伝統工芸職人など、外部有識者へ協力を仰い

でいる。地場産業について学ぶワークショップの講師や、特別賞受賞作品を実現してく

れる協力企業探しなど、さまざまな場面で有識者の知見を活用している。 

 

③入賞作品展示会の開催 

 同金庫本店１階にある「ギャラリーゆめ空間」にて、入賞作品展示会を開催している。

会場には、入賞 60 作品の原画と特別賞 10 作品の試作品を展示する。毎年、入賞児童と

その親族で大変にぎわっており、来店促進に寄与している。 

 

（図表５）特別賞受賞作品（実現した夢） （図表６）参加賞のハットくんグッズ 

        
（備考）図表５・６ともに信金中央金庫 地域・中小企業研究所 撮影 

 

５．評価・今後の計画 

（１）評価 

 同活動は、今年度で 26 年目を迎える。20 年以上継続して取り組むことで、地場産業に

関心を持った子どもが親になり、また自分の子に「しずおか夢デザインコンテスト」への

出品を勧める、という好循環が生まれている。 

 社会的評価も高く、企業・団体による優れた芸術文化支援活動を顕彰する「メセナアワ

ード 2015」にて優秀賞を獲得したほか、信用金庫ＰＲコンクール「最優秀賞」、経済産業

省ものづくり日本大賞「優秀賞」など数々の賞を受賞している。 

 

（２）今後の計画 

 今後の展望としては、地場産業の存続に向けた後継者育成や職人の支援が重要な課題と

なる。同金庫は、地域企業や行政と連携しながら、地場産業の未来を支える活動を継続し

ていく考えである。また、2025年度からは対象を中学生に広げる新たな企画を検討してお

り、地域の地場産業をさらに深く理解する機会を提供する予定である。 

 

 

 

本レポートは発表時点における情報提供を目的としており、文章中の意見に関する部分は執筆者個人の見解となり

ます。したがいまして、投資・施策実施等についてはご自身の判断でお願いします。また、レポート掲載資料は信

頼できると考える各種データに基づき作成していますが、当研究所が正確性および完全性を保証するものではあり

ません。なお、記述されている予測または執筆者の見解は予告なしに変更することがありますのでご注意ください。 
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       関連レポートのご案内 
 

 

 

 

 

 

 

No. 発行日 タ イ ト ル 

2024-92 2024/11/6 飯田信用金庫の伴走型事業承継支援についてー「事業承継・引

継ぎ補助金 経営革新型」採択実績トップ信用金庫の取組みー 

2024-148 2025/2/21 しずおか焼津信用金庫の「DXトライアル制度」について 

2024-168 2025/3/11 甲府信用金庫の「キッズフリマ」を通じた金融教育の実施 

2024-180 2025/3/25 島田掛川信用金庫の高校生参加型アントレプレナーシップ研

修 

2025-22 2025/5/7 たちばな信用金庫のコラボン連携による取引先支援 

2025-23 2025/5/7 たちばな信用金庫の諫早商業高等学校との連携策 

 

 

このほかにも、 
信用金庫経営に関する様々な情報を発信していますので、 
当金庫 HP からご覧ください！  
 
   当研究所 HP トップ：https://www.scbri.jp/ 
 

https://www.scbri.jp/

